
 

                    ４月１４日（水）就労 B の利用者さんと共に桃の節句の行事を行いまし

た。現在コロナ禍という事で、外での長時間の滞在が難しい為、午前中は 

龍郷方面の海辺へドライブに行き、昼前に就労棟に戻って弁当を食べて、その後、大 

和村の国直海岸に行き、短い時間ですが、浜に下りて潮風を浴びてきました。海岸で 

は、少し風が強い中でしたが、皆さん久々に降りた浜で春の暖かさを感じながら気持ち 

よさそうに散歩等行いました。この一年、コロナ禍で窮屈な思いをする事が多いですが、この日は春の季節

を感じるいい一日になったのではと思います。（記事：名島） 

                       

 

  

     

 

                      令和２年度、新型コロナウイルスの為に様々な行事が中止となる中、

第７回目となる感謝祭もまた、開催することができませんでした。それで 

も、何か感謝の意をお届けできないかと考え、誕生した「あいじぞう」。当 

園で取り組んでいる陶芸と紬でひとつひとつ手作りし、皆様に可愛がっていただけたらと、３月末、お世話

になっている地域の方々やご家族にお送りいたしました。すると、お便りや電話、 

ファックスでお礼や激励のお言葉をいただき、その中には、「早速、亡き父、母と妹 

（元利用者様）の仏壇に祭らせて頂いています。手を合わせる度に『愛の浜園』を 

想い、皆様のお気持ちに感謝することでしょう。」という一文や、その他にも多くの 

心温まるお言葉がありました。感謝申し上げるべきは私どもなのにという想い 

と、もっともっと頑張らなくてはという気持ちで胸が熱くなりました。これまで愛の 

浜園を支えてきてくださった皆様、本当にありがとうございます。これからも、皆 

様に支えていただきながら、利用者に喜んでもらえるような愛の浜園にしてい 

きたいと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。感謝を込めて、皆様 

が健康で幸せでありますように…。あいじぞう。（感謝祭係り一同より） 

                                        今年もさがらクリニックの乳がん検診があり、４月１６日に地域の方、利用

者、職員合計３７名がマンモグラフィ検査や超音波検査を受けました。痛みや 

不安で動いてしまい時間がかかる利用者も多くいる中、さがらクリニックの女性スタッフの皆さんは優しく声をかけ、何度も何度も確認しなが

ら検査を進めてくれました。今年で４回目の検診になる碩友美さんも、初めて受けた時は、不安な様子で検診車に乗り込み、初めてという事

もあり、何度も動いて撮り直しましたが、その時もスタッフの皆さんは「もう少し頑張りましょう。」と励まし、何度も挑戦してくれました。 

そして今年も、励ましたり、数を数えたり、体をさすったりする私たちと一緒に友美さんに声をかけてくれました。二つの検査が終 

わる頃には徳支援員と私は汗びっしょり…。もちろん、友美さんが１番頑張りました。そんな私たち３人にスタッフの方は笑顔で 

「ありがとうございました。」と。障がいを持った方に対しての理解と一人でも多くの人が検診を受けて欲しいと思っている気持ちが 

伝わりました。毎年、さがらクリニックのスタッフの方の優しさに感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございます。（記事：大田） 

                          今年の４月１４日（水）は旧暦の３月３日、奄美ではこの日、初節句の女の子を海に連れて行き足を海に

浸すことで健康を祈る習慣があります。愛の浜園では、昔からの地域の風習を楽しみながら海に遊びに行く 

のが恒例です。今年は前日まで天候も怪しく、ドキドキしていましたが、当日は晴天。風がややありましたが、知名瀬の港を 

みんなで散歩。潮風を感じながらゆっくり過ごし、園に戻ってからはお楽しみの宝釣り！新聞紙の海に隠れたお宝を楽しそ 

うに釣っていました。午後からは多目的ホールにて、知根小学校の皆さんからの愛の浜園の利用者さんへ向けた応援 DVD 

上映です。スクリーンから流れる真心がこもったメッセージと一生懸命に手話で「花」を披露する姿に感動し、みなさん「もう 1回見たい！」と２

回上映。利用者・職員の胸に温かく優しい春の風が吹き抜け、楽しい１日となりました。(記事：佐々木) 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、お隣さんから、らっきょう漬けを頂きました。その日の夕方、キンソウダアナ（島の竹の子）、島タコ、タナガ（手長海老）

が玄関横に置かれていました。友人からでした。どの頂き物も、両親がいたころは普通に家にあったもので、らっきょうを口にした

時は、島の夏の訪れを感じ、懐かしい気持ちになりました。家の裏には、きんそう（竹）が生えており新芽が出たころ、母が抜き取

って、ダアナの酢の物にして食卓に出ていたのもこの季節です。園では食べ物で季節を感じて頂きたいと、栄養士が献立を考え、調

理士が調理する。家庭では味わえないような手の込んだ料理、毎朝の味噌汁にも季節の食材が入り、島の海や山の幸で出される島料

理、手作りおやつで季節を味わう。新型コロナウイルス感染の予防の為、沢山の行事が中止される中、利用者にとって食事は一番の

楽しみだと思います。調理員が心を込めて提供してくれることに本当に感謝の気持ちでいっぱいになります。食を楽しみ季節を味わ

う、そして元気に暮らす。これが、コロナに負けずに幸せを感じる方法の一つかもしれませんね。島のめぐみや頑張っている人、本

当にありがとうございます。（課長代理：市田） 

 

１日(土)：創立記念日 

     年間努力賞授賞式 

体重・血圧測定 

１８日(火)：音楽の日 

１９日(水)：避難訓練 

       健康相談 

２０日(木)：奄美市 
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４月１２日月曜日に知名瀬海岸の清掃

ボランティアを行いました。それぞれペアー

になり、日頃、愛の浜園の行事等、お世話

になっている地域の方への恩返しの気持

ちで皆さん一生懸命海岸のゴミ拾いをして

いました。一時間程の作業でしたが、ゴミ

袋５袋分のゴミを集める事が出来ました。

今後も、利用者さんの体調やコロナ感染状

況を確認しながら、ボランティア活動を行っ

ていこうと思います。（記事：隈元）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年４月２日は国連が定める「世界

自閉症啓発デー」です。 また、４月２

日から８日は、厚生労働省が定める

「発達障害啓発週間」として、日本各

地で自閉症等の発達障害について啓

発する活動が行われています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

№２

＜努力賞＞ 

・朝谷 テツミさん…紬を一疋織りきる事ができました。 

・濵手 輝代さん…下着のたたみ方が丁寧にできるようになり

ました。 

・盛 重和さん…和月のリハビリをＧＨでも取り組んでいます。 

・西 順子さん…働く事に喜びを感じ、楽しんでいます。 

・平田 広人さん…ＧＨに入居して初めて、歯科受診を受ける

事ができました。 

・榮 敏郎さん…洗濯物干しを頑張っています。 

・隈元 利彦さん…花の水まきを頑張って取り組んでいます。 

＜奉仕賞＞ 

・坂井 文也さん…GH で食事が美味しかったとお礼を言っ 

てくれます。 

・政岡 りつ子さん…就労棟内の掃除を頑張りました。 

・川畑 美葵さん…毎日帰る前に就労棟のカーテンを閉め 

・勝山 道代さん…就労棟トイレットペーパーを補充してくれ

ます。 

＜親切賞＞ 

・東條 和三さん…廊下のモップ掛けを積極的に頑張って 

います。 

・島袋 隼弥さん…毎日元気に挨拶をしてくれます。 

月間三賞受賞者

旧桃の節句

レクリエーション

 ブルーは、「いやし」・「希望」・「おだ

やか」を表すシンボルカラーです。 

お別れ会

自治会・誕生会

音楽の日

件数
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4
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【内容】・ラーメンが食べたい。
【解決】・本人がそこまで、希望していないのなら、今後、希望がある時に相談を受けることにする。

内容　→　解決　（検討）

令和２年度　福祉サービスに関する相談・苦情　報告書

令和２年４月１日～令和３年３月３１日相談苦情の件数　１１件

【内容】・入浴時に顔にお湯がかかり嫌だった。（身体障がい：車椅子）
【解決】・入浴時には本人にお湯の温度確認、お湯をかける時に声掛けで確認をする。本人が話しやすい雰囲
気を作る。（質問したら答えるまで待ったり、時間をかけて話しをする等の工夫をする。）

【内容】・グループホームで同居している利用者が夜中、うるさくて眠れない。
【解決】・音楽の聴き方についてや歌を歌う行為について話しをして経過を見ていく。本人へは話しをした事を説
明し、原因が解からない為、すぐによくなるか解らないけど、様子を見てほしいとお願いした。また、同じ事が
あった時には連絡をするように話しをした。

【内容】・たこ焼きが食べたい。
【解決】・フレンド利用者の希望で１２月は食事として提供、１月にはおやつとして提供する。

【内容】・フレンド専用の公用車（ノア）がほしい。フレンドの畑で野菜を作ってお金を儲けて買いたい。
【解決】・本人の話しを聞き、簡単に進められる事はできない事を伝える。・また相談したい時に話して下さいと
伝える。

【内容】・ジュースの販売機をフレンドにも設置してほしい。
【解決】・自動販売機がどこにでも簡単に設置できるわけではない事を伝える。・飲みたい物を相談して、自動
販売機に入れる事ができるか？検討する。

【内容】・サンドウィッチが食べたい。  【解決】・１１月にフレンドの昼食時に提供する。

【内容】・みんなで食事にでかけたい。　みんな作業班の事。
【解決】・施設の方針で、外出ができるようになり、令和２年３月、今後の工賃後に外出する計画。

【内容】・お好み焼きが食べたい。     【解決】・令和２年３月にフレンドで提供する。

【内容】・サンドウィッチが食べたい。
【解決】・本人がそこまで、希望していないのなら、今後、希望がある時に相談を受けることにする。

【内容】・チキンが食べたい。
【解決】・本人がそこまで、希望していないのなら、今後、希望がある時に相談を受けることにする。


